
史跡高井田横穴特別会開 |

10月 20日 (全)―¶0=00～ 15!00
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月曜体館、入館無料、9i30～ 16:30開 館

交通 」 R大和路線高井田駅から徒歩 5分

近鉄大阪線河内国分駅から徒歩 15分

柏原市立歴史資料館
大阪府柏原市高井田 1598-1

電話 072-976-3430



やまとがわ

つけかえまでの大和川

今から6,000年ほど前、大阪平野には海が広がっていました。それから、海面が下がるとと

もに、淀川や大和川がたくさんの上を運んできたために、平野がどんどん広がって、今の大阪

平野ができました。そして、久宝寺川 (長瀬川)、玉櫛川 (玉串川)、平野川などの川に分かれ

た大和川が、大阪城の北で、旧淀川 (大川)に 流れこんでいました。しかし、なだらかな大阪

平野を流れる大和川は、大雨で水がふえるとうまく水が流れず、なんども洪水をおこしていま

した。

そこで、洪水に苦しむ人たちが、力を合わせて大和川をつけかえてほしいと願うようになり

ました。その中″と、になったのが、今米村 (今の東大阪市)の 中甚兵衛でした。しかし、つけか

えはなんども計画されたものの、実現はしませんでした。その大きな理由は、つけかえに反対

する人たちもたくさんいたからです。どうして、洪水に苦しむ人たちの助けてほしいという願

いに反対する人たちがいたのでしょう。それは、もし新しいサ||ができると、その近くでは、こ

まることがいろいろとおこると考えられたからでした。たとえば、川をつくるためにたくさん

の田や畑がなくなってしまいます。川力Sできることによって、洪水がおこるようになるかもし

れません。村の中に川ができると、村が二つに分かれてしまいます。そのほかにも、たくさん

心配することがありました。それで、新しい川の近くに住む人たちは、つけかえに反対したの

です。しかし、洪水は年々はげしくなるばかりで、とうとう大和川はつけかえられることに決

まりました。

つけかえ工事

つけかえ工事は宝永元年(1704)

の 2月 にはじまり、10月に新 し

い大和川ができあがりました。工

事がはじまってから、わずか8か

月で新しい大和川が完成したので

す。工事は、幕府 (国)力S中心と
だいい六う      よ んたん

なり、大名たちが分担して行われ

ました。

クワやスキで上を掘り、その上

をモッコで運んで堤防をつくって

いきました。あの大きな大和川を

つくるのは、とてもたいへんな工

事だったことでしょう。毎日1万

人くらいの人がはたらいていたよ

うです。
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つけかえ前の大禾El



つけかえ後の大和川

もとの大和川のあとは、田や畑として生まれ変わりました。これを新田といいます。新田では、

綿がたくさんつくられました。これで、洪水の心配もなくなりました。

ところで、新しい大和川の近くではどうなったでしょう。新しい川の近くに住む人たちは、大
しんばい

和川のつけかえに反対していました。そして、つけかえられたあと、やはり心配していたことが、

次々とおこるようになりました。田や畑をなくしてしまった人たちもたくさんいました。それま

でなかった洪水で苦しむようになった人たちもいます。川の北と南に分かれてしまった村もあり

ました。

そして、新しい大和川の近くの村では、洪水をおこさないように堤防を守るという仕事がふえ

ました。堤防を見回り、あながあいているところやくずれているところをみつけると、すぐに

1夕理しなければなりませんでした。大きな工事は、ほかの村から手伝いの人やお金を出してもら

えるのですが、小さい工事は自分たちで行いました。

川を守る

洪水がおこらないようにするためには、堤防を守らなければなりません。川の流れを弱くした

り、堤防にあたる水のいきおいを弱くするために、川の中に杭を打ちならべることがありました。

また、木材を組んだピラミッドのようなものを置くこともありました。これを水制といいます。
くい                く ヽヽだ        ち んぐい               も くざい  く

杭を打ちならべることを杭出し、または乱杭などといいました。木材を組んだものは、そのかた

ちから牛とよばれました。ピラミッド形のものは菱牛といいます。大和川に杭出しがあることは

以前から知られていましたが、牛は使われていないと考えられていました。このたび、国分の古

い家に残されていた史料に、牛が置かれるようになったようすが記録されていることを発見しま

した。このようにして、堤防がつぶれないように守っていたのです。

それでも、洪水がおこっています。つけかえ地点の築留でも、正徳6年 (1716)に堤防がつぶ

れています。大和川の左岸 (南側)や 河日では、くりかえし洪水がおこっています。地震や洪水
ひがt  ヽ                                   し かし       ち  え  ま な      ば うさい

による被害がくりかえされるなか、わたしたちも昔の人の知恵に学んで、防災に取り組むことが

たいせつではないでしょうか。

ミ`
ヽ「 ユ 、さへぜ

く, た`    ら んぐい                    く い  う   な ら                                     て ヽヽ1 まう

杭出し水制 杭 出し、乱杭などといい、サ||の中に杭を打ち並べたもの。水の流れる向きを変えたり、堤防
く, ヽ

にあたる流れを弱くすることができる。杭の間に、竹や木の枝を通すこともあった。
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1,天明元年 (1フ81)こ ろのようす。
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水制で堤防を守る

柏原市国分市場の芝山のところで、

大和川は大きく北へ曲がっています。

この場所は、川が曲がっているため、

どうしても水のあた りが強 くなり、

堤防がこわれやすかったところです。

昔から洪水がくりかえされていたよう

で、芝山の南が池のようになっていた

こともあったようです。

そのようすがよくわかる4枚 の絵が

あります。 1～ 3の絵は、わかりやす

くするために北を上にしているので、

文字は逆になつています。天明元年

(1781)ごろには、川の中にも堤防が

つくられ、流れを弱くするために5列

の杭出しがあったようです (1)。 と

ころが、寛政 4年 (1792)にこの川

の中の堤防が くずれ、畑に水が流れ

こんでしまいました。そこで、菱牛

(菱枠)を 置いて堤防がつぶれたとこ

ろに水が流れないようにし、対岸に

は石をつめた蛇籠をつみあげました

(2)。 ところが、寛政7年 (1795)に

は、水が大きく曲がつて、川の中の

堤防はすっかりつぶれてしまい、畑

にも水が流れこむようになりました

(3)。そのため、菱牛や杭の数をふや

して、水の流れをかえることにしまし

た (表紙)。

この4枚 の絵図をみていると、杭を

打ったり、菱牛を置くなど、洪水とた

たかう人たちの苦労がよくわかりま

す。また、大和川に菱牛が使われてい

たことを示すたいせつな史料です。
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2,寛政 4年 (1フ92)に 、川の内側の堤防がつぶれたようす。

(水の流れが変わつてしまつ


